
1 

 

                                                  
                                                        原子力発第１９３３５号             

令和元年１２月２０日 

 

 原子力規制委員会 殿 
 
 
 
 

香川県高松市丸の内２番５号             
四 国 電 力 株 式 会 社   

                                 取締役社長 社長執行役員   
長 井 啓 介 

 
 
 

伊方発電所原子炉施設保安規定変更認可申請書 
 
 
 
  核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第４３条の３の２４第１項の

規定に基づき，下記のとおり伊方発電所原子炉施設における保安規定の変更認可を申請

いたします。 
 

 

 

記 

 

 

１．変更の内容 
 

 昭和５１年１０月５日付５１安（原規）第９７号で認可を受け，昭和５２年９月３

０日付５２安（原規）第２８４号，昭和５３年１１月２８日付５３安（原規）第３５

０号，昭和５４年６月２２日付５４資庁第８３５４号，昭和５４年８月７日付５４資

庁第１０４６６号，昭和５６年６月８日付５６資庁第６２４３号，昭和５６年８月２

０日付５６資庁第１０４４８号，昭和５７年２月２６日付５７資庁第２５３０号，昭

和５７年３月１８日付５７資庁第４１０７号，昭和５７年７月３１日付５７資庁第１

０８８１号，昭和５８年７月２０日付５８資庁第１０７０９号，昭和５９年２月２９

日付５９資庁第１４５７号，昭和６０年３月２５日付６０資庁第２９５７号，昭和６

０年７月２５日付６０資庁第８７２１号，昭和６１年５月１７日付６１資庁第６６８

６号，平成元年３月３１日付元資庁第３５０５号，平成元年１２月２６日付元資庁第

１５２８３号，平成２年３月２３日付２資庁第１８７８号，平成４年１月１６日付３

資庁第１１７３７号，平成５年７月２７日付５資庁第８２９５号，平成５年１２月２

２日付５資庁第１３４６２号，平成６年４月１９日付６資庁第２５７１号，平成６年

１１月２８日付６資庁第１３３６１号，平成８年２月２０日付７資庁第１５２４７号，

平成８年５月２１日付８資庁第４９６７号，平成８年１０月１１日付８資庁第９９８

６号，平成９年７月２３日付平成０９・０６・３０資第１１号，平成１２年５月２４

日付平成１２・０５・１１資第１号，平成１３年１月５日付平成１２・０９・２０資
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第４号，平成１３年２月２３日付平成１３・０２・１６原第４号，平成１３年３月３

０日付平成１３・０３・２３原第１０号，平成１３年９月１７日付平成１３・０８・

２４原第３号，平成１３年１０月２９日付平成１３・１０・１５原第３号，平成１４

年４月１０日付平成１４・０４・０３原第５号，平成１４年６月５日付平成１４・０

５・２３原第７号，平成１４年１０月２２日付平成１４・０９・３０原第１３号，平

成１５年２月２１日付平成１５・０１・２９原第２号，平成１５年１２月１８日付平

成１５・１１・１７原第２０号，平成１６年５月１０日付平成１５・１２・１９原第

３３号，平成１６年８月１０日付平成１６・０７・０９原第２２号，平成１７年２月

１８日付平成１７・０１・１７原第１２号，平成１７年９月２８日付平成１７・０９・

１４原第２号，平成１８年２月２２日付平成１８・０１・１９原第９号，平成１９年

２月１６日付平成１９・０１・２９原第１１号，平成１９年１２月１３日付平成１９・

０９・２８原第３７号，平成１９年１２月１３日付平成１９・１１・３０原第１６号，

平成２０年８月２２日付平成２０・０７・１１原第１８号，平成２０年１２月１２日

付平成２０・１０・３１原第８号，平成２１年３月２日付平成２１・０２・０９原第

３３号，平成２１年４月２０日付平成２１・０３・２６原第２号，平成２１年９月１

５日付平成２１・０９・０９原第１１号，平成２２年２月８日付平成２２・０１・１

８原第３号，平成２３年４月４日付平成２３・０２・１８原第９号，平成２３年５月

６日付平成２３・０４・０８原第３０号，平成２３年５月１１日付平成２３・０４・

２５原第７号，平成２４年３月１５日付平成２３・０３・１１原第６号，平成２４年

９月６日付２０１２０８２０原第２４号，平成２５年６月２５日付原管Ｐ発第１３０

６２５１号，平成２７年２月２日付原規規発第１５０２０２１号，平成２８年３月２

４日付原規規発第１６０３２４１７号，平成２８年４月１９日付原規規発第１６０４

１９１号，平成２８年８月１日付原規規発第１６０８０１４号，平成２９年２月１０

日付原規規発第１７０２１０１１号，平成２９年６月２８日付原規規発第１７０６２

８３号，平成２９年１１月２７日付原規規発第１７１１２７５号，平成３０年５月２

１日付原規規発第１８０５２１８号，平成３０年１２月１７日付原規規発第１８１２

１７８号，平成３１年２月１３日付原規規発第１９０２１３３号，令和元年６月４日

付原規規発第１９０６０４７号，令和元年７月５日付原規規発第１９０７０５６号で

変更認可を受けた伊方発電所原子炉施設保安規定の記述を，別添の伊方発電所原子炉

施設保安規定変更比較表の変更後欄のとおり変更する。（ただし，下線は含まない。） 
 
２．変更の理由 

（１）実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則等

の一部改正に伴う発電用原子炉設置変更許可申請書記載事項の一部追加による変

更 

平成２９年５月１日に施行された実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構

造及び設備の基準に関する規則等により，原子力発電所における中央制御室の運転

員等に対する有毒ガス防護を求められたことに伴い，３号炉の発電用原子炉設置変

更許可申請書の記載事項を一部追加し，平成３１年２月７日付けで申請，令和元年

１１月７日付けで補正申請している。 

    これに対応するため，保安規定条文を追加するとともに関連する保安規定条文

の変更を行う。 

    

  （追加する条文） 

 ・第17条の３の２（有毒ガス発生時の体制の整備（３号炉）） 

 

（変更する条文） 

 ・第３条（品質保証計画） 
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 ・第５条（保安に関する職務） 

 ・第７条（伊方発電所安全運営委員会） 

 ・第９条（原子炉主任技術者の職務等） 

 ・第17条（火災発生時の体制の整備） 

 ・第17条の２（内部溢水発生時の体制の整備（３号炉）） 

 ・第17条の２の２（火山影響等発生時の体制の整備（３号炉）） 

 ・第17条の３（その他自然災害発生時等の体制の整備（３号炉）） 

 ・第17条の５（重大事故等発生時の体制の整備（３号炉）） 

 ・第130条（所員への保安教育） 

 ・第131条（協力会社従業員への保安教育） 

 ・添付２ 火災，内部溢水，火山現象（降灰）および自然災害対応に係る実施基

    準（第17条，第17条の２，第17条の２の２および第17条の３関連） 

 ・添付３ 重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準（第17条の５および

第17条の６関連） 

 

 

 
３．施行期日 

この規定は，原子力規制委員会の認可を受けた日から１０日以内に施行する。ただ

し，有毒ガス防護の工事の計画に係る全ての工事が完了した時の工事の工程における

使用前検査終了日以降に適用することとし，それまでの間は従前の例による。 
 

以    上 
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別 添 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊方発電所原子炉施設保安規定変更比較表 
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証
計
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に
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。
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略
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品
質
保
証
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。
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) 
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頁
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な
し
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備
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頁
変
更
な
し

 
 

表１ 品質マネジメントシステムに係る社内規定⼀覧および各条⽂との関連 

一次文書
(３条以外の関連条文)

制定者
二次文書

(３条以外の関連条文)
制定者

4.1一般要求事項ｄ）品質保証規程社長

品質保証基準原子力本部長設備の重要度分類管理内規発電所長

4.2.1一般ａ）品質保証規程社長

品質保証基準原子力本部長

4.2.3文書管理ｃ）品質保証規程 (132)社長

4.2.4記録の管理ｃ）品質保証基準 (132)原子力本部長書類等管理標準 (132)原子力部長

文書・品質記録管理内規 (132)原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所) (132)土木建築部長

文書・品質記録管理内規 (132)発電所長

品質保証規程 (132)社長内部品質監査要領 (132)考査室原子力監査担当部長

5.1経営者のコミットメントｄ）品質保証規程社長

5.2原子力安全の重視ｄ） (2の2,2の3,119)

5.3品質方針ｄ）

5.4計画ｄ）品質保証規程社長

(2の2,2の3)

品質保証基準 原子力本部長

(2の2,2の3,119)

品質保証規程(2の2,2の3)社長内部品質監査要領考査室原子力監査担当部長

5.5.1責任および権限ｄ）品質保証規程 (4,5)社長

5.5.2管理責任者ｄ）品質保証基準 (4,5)原子力本部長

5.5.3プロセス責任者ｄ）品質保証規程 (4,5)社長内部品質監査要領 (4,5)考査室原子力監査担当部長

5.5.4内部コミュニケーションｄ）品質保証基準 (6,7)原子力本部長品質保証委員会運営要領原子力部長

原子力発電安全委員会運営要領 (6)原子力部長

品質保証運営委員会運営標準原子力部長

品質保証運営委員会運営内規原子力保安研修所長

訓練活用情報検討会運営内規原子力保安研修所長

品質保証運営委員会運営標準土木建築部長

安全運営委員会運営内規 (7)発電所長

品質保証運営委員会運営内規発電所長

予防処置管理内規発電所長

設計管理内規発電所長

－－

－－

－－

３条の要求事項
３条
4.2.1
の分類

社内規定

－－
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表１つづき 

一次文書
(３条以外の関連条文)

制定者
二次文書

(３条以外の関連条文)
制定者

5.6マネジメントレビューｄ）品質保証規程(2の2,2の3)社長

品質保証基準(2の2,2の3)原子力本部長

品質保証規程(2の2,2の3)社長内部品質監査要領考査室原子力監査担当部長

6.1資源の提供ｄ）品質保証規程社長－－

6.2人的資源ｄ）品質保証規程 (4,5)社長

品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

 (4,5,8,8の2,9,9の2)原子炉施設の定期的な評価および高経年化対策検討要領 (119の3)原子力部長

高経年化対策検討標準 (119の3)原子力部長

新知見情報等の収集及び分析・評価標準(17の2の2,17の3)原子力部長

保修訓練内規原子力保安研修所長

運転訓練内規原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

教育訓練内規 (130,131)発電所長

品質保証規程 (4,5)社長内部品質監査要領考査室原子力監査担当部長

6.3原子炉施設およびインフラｄ）品質保証規程(2の2,2の3)社長

ストラクチャー品質保証基準 原子力本部長運転総括内規発電所長

6.4作業環境ｄ）(2の2,2の3,119,133)(12～17の8,18の2～92,96,99～101,122,125,128,130～133)

7.1業務の計画ｄ）燃料管理内規 (33,40,69,71,72の2,72の3,74,77,79～84,93～98) 発電所長

7.2業務または原子炉施設に対すｄ）炉心管理内規 (19～26,28～34,49)発電所長

る要求事項に関するプロセス放射線管理総括内規発電所長

7.5業務の実施ｄ） (13,16,17,17の2の2,17の3,17の7,84,99～102,104～117,119)

7.6監視機器および測定機器ｄ）保守内規 (13,16,22,24,33,35,43～48,51,55,56,58,60～63,69,発電所長

の管理 　　　　　　　　　　　　　　70,75,84,119)

8.2.3プロセスの監視およびｄ）工事管理内規 (119)発電所長

測定化学管理総括内規 (18,47)発電所長

防災計画(原子力災害編) (120～129,133)発電所長

火災防護計画 (17,17の7)発電所長

緊急時対応内規 (17の4～17の6,17の8)発電所長

自然災害対応内規 (17の2の2,17の3,17の7)発電所長

溢水対応内規 (17の2)発電所長

有毒ガス対応内規 (17の3の2)発電所長

7.3設計・開発ｄ）品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

設計管理内規発電所長

３条の要求事項
３条
4.2.1
の分類

社内規定

－－

 
表１つづき 

一次文書
(３条以外の関連条文)

制定者
二次文書

(３条以外の関連条文)
制定者

5.6マネジメントレビューｄ）品質保証規程(2の2,2の3)社長

品質保証基準(2の2,2の3)原子力本部長

品質保証規程(2の2,2の3)社長内部品質監査要領考査室原子力監査担当部長

6.1資源の提供ｄ）品質保証規程社長－－

6.2人的資源ｄ）品質保証規程 (4,5)社長

品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

 (4,5,8,8の2,9,9の2)原子炉施設の定期的な評価および高経年化対策検討要領 (119の3)原子力部長

高経年化対策検討標準 (119の3)原子力部長

新知見情報等の収集及び分析・評価標準 (17の2の2,17の3)原子力部長

保修訓練内規原子力保安研修所長

運転訓練内規原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

教育訓練内規 (130,131)発電所長

品質保証規程 (4,5)社長内部品質監査要領考査室原子力監査担当部長

6.3原子炉施設およびインフラｄ）品質保証規程(2の2,2の3)社長

ストラクチャー品質保証基準 原子力本部長運転総括内規発電所長

6.4作業環境ｄ）(2の2,2の3,119,133)(12～17の8,18の2～92,96,99～101,122,125,128,130～133)

7.1業務の計画ｄ）燃料管理内規 (33,40,69,71,72の2,72の3,74,77,79～84,93～98) 発電所長

7.2業務または原子炉施設に対すｄ）炉心管理内規 (19～26,28～34,49)発電所長

る要求事項に関するプロセス放射線管理総括内規発電所長

7.5業務の実施ｄ） (13,16,17,17の2の2,17の3,17の7,84,99～102,104～117,119)

7.6監視機器および測定機器ｄ）保守内規 (13,16,22,24,33,35,43～48,51,55,56,58,60～63,69,発電所長

の管理 　　　　　　　　　　　　　　70,75,84,119)

8.2.3プロセスの監視およびｄ）工事管理内規 (119)発電所長

測定化学管理総括内規 (18,47)発電所長

防災計画(原子力災害編) (120～129,133)発電所長

火災防護計画 (17,17の7)発電所長

緊急時対応内規 (17の4～17の6,17の8)発電所長

自然災害対応内規 (17の2の2,17の3,17の7)発電所長

溢水対応内規 (17の2)発電所長

7.3設計・開発ｄ）品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

設計管理内規発電所長

３条の要求事項
３条
4.2.1
の分類

社内規定

－－

7



   

 

変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

                                              

(
以
下
，
省
略
)
 

                                        
 

      

(
以
下
，
省
略
)
 

  本
頁
変
更
な
し

 
 

表１つづき 

一次文書
(３条以外の関連条文)

制定者
二次文書

(３条以外の関連条文)
制定者

7.4調達ｄ）品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

調達管理内規発電所長

8.1一般ｄ）品質保証基準原子力本部長

8.2.1原子力安全の達成ｄ）

8.4データの分析ｄ）

8.5.1継続的改善ｄ）

8.2.2内部監査ｃ）品質保証規程社長内部品質監査要領考査室原子力監査担当部長

8.2.3プロセスの監視およびｄ）品質保証基準(119の3)原子力本部長原子炉施設の定期的な評価および高経年化対策検討要領 (119の3)原子力部長

測定高経年化対策検討標準 (119の3)原子力部長

新知見情報等の収集及び分析・評価標準 (17の2の2,17の3)原子力部長

8.2.4検査および試験ｄ）品質保証基準原子力本部長検査および試験管理内規（119の2)発電所長

8.3不適合管理ｃ）品質保証基準 (133)原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

異常時措置連絡要領 (133)原子力部長

非常事態対策要領 (133)原子力部長

不適合管理内規原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

不適合管理内規発電所長

8.5.2是正処置ｃ）品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

不適合管理内規原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

不適合管理内規発電所長

8.5.3予防処置ｃ）品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

不適合管理内規原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

予防処置管理内規発電所長

３条の要求事項
３条
4.2.1
の分類

社内規定

－－

 

表１つづき 

一次文書
(３条以外の関連条文)

制定者
二次文書

(３条以外の関連条文)
制定者

7.4調達ｄ）品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

調達管理内規発電所長

8.1一般ｄ）品質保証基準原子力本部長

8.2.1原子力安全の達成ｄ）

8.4データの分析ｄ）

8.5.1継続的改善ｄ）

8.2.2内部監査ｃ）品質保証規程社長内部品質監査要領考査室原子力監査担当部長

8.2.3プロセスの監視およびｄ）品質保証基準(119の3)原子力本部長原子炉施設の定期的な評価および高経年化対策検討要領 (119の3)原子力部長

測定高経年化対策検討標準 (119の3)原子力部長

新知見情報等の収集及び分析・評価標準(17の2の2,17の3)原子力部長

8.2.4検査および試験ｄ）品質保証基準原子力本部長検査および試験管理内規（119の2)発電所長

8.3不適合管理ｃ）品質保証基準 (133)原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

異常時措置連絡要領 (133)原子力部長

非常事態対策要領 (133)原子力部長

不適合管理内規原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

不適合管理内規発電所長

8.5.2是正処置ｃ）品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

不適合管理内規原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

不適合管理内規発電所長

8.5.3予防処置ｃ）品質保証基準原子力本部長設計／調達管理標準原子力部長

不適合管理内規原子力保安研修所長

設計／調達管理標準(原子力発電所)土木建築部長

予防処置管理内規発電所長

３条の要求事項
３条
4.2.1
の分類

社内規定

－－
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

（
保
安
に
関
す
る
職
務
）
 

第
５

条
 

社
長

は
，

全
社

規
程

で
あ

る
「

組
織

規
程

」
に

よ
り

，
発

電
所

に
お

け
る

保
安

活
動

に
係

る
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

構
築

お
よ

び
実

施
な

ら
び

に
そ

の
有

効
性

の
継

続
的

な
改

善
を

統
括

す
る

。
ま

た
，

関
係

法
令

お
よ

び

保
安
規
定
の
遵
守
な
ら
び
に
安
全
文
化
の
醸
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
の
取
組
み
を
統
括
す
る
。
 

 

 
(中

略
) 

 1
9
 
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
放
射
性
固
体
・
液
体
・
気
体
廃
棄
物
管
理
，
放
射
線
管
理
お
よ
び
化
学
管
理
に
関
す

る
業
務
を
行
う
。
 

   
(中

略
) 

 3
7
 
各
課
長
（
当
直
長
を
含
む
。
）
は
，
所
掌
業
務
に
も
と
づ
き
，
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い
て
内
部
溢
水
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い

て
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い
て
そ
の
他
自
然

災
害
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い
て
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い
て
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

等
，
２
号
炉
に
つ
い
て
電
源
機
能
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
非
常
時
の
措
置
，
保
安

教
育
な
ら
び
に
記
録
お
よ
び
報
告
を
行
う
。
 

 3
8
 
各
課
長
は
，
課
員
を
指
示
・
指
導
し
，
所
管
す
る
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
，
各
課
員
は
各
課
長
の
指
示
・
指
導
に

従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

 

（
保
安
に
関
す
る
職
務
）
 

第
５
条
 
社
長
は
，
全
社
規
程
で
あ
る
「
組
織
規
程
」
に
よ
り
，
発
電
所
に
お
け
る
保
安
活
動
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
実
施
な
ら
び
に
そ
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
を
統
括
す
る
。
ま
た
，
関
係
法
令
お
よ

び

保
安
規
定
の
遵
守
な
ら
び
に
安
全
文
化
の
醸
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
の
取
組
み
を
統
括
す
る
。
 

 

 
(中

略
) 

 1
9
 
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
放
射
性
固
体
・
液
体
・
気
体
廃
棄
物
管
理
，
放
射
線
管
理
お
よ
び
化
学
管
理
に
関
す

る
業
務
な
ら
び
に
３
号
炉
に
つ
い
て
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整

備
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

 
  
（
中
略
）

 
 3
7
 
各
課
長
（
当
直
長
を
含
む
。
）
は
，
所
掌
業
務
に
も
と
づ
き
，
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め

の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い
て
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い

て
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い
て
そ
の
他
自
然
災
害
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い
て
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防

護
の
た
め
の
活
動
等
，
３
号
炉
に
つ
い
て
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
３

号
炉
に
つ
い
て
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
２
号
炉
に
つ
い
て
電
源
機
能

喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
非
常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び
に
記
録
お
よ
び
報
告

を
行
う
。
 

3
8
 
各
課
長
は
，
課
員
を
指
示
・
指
導
し
，
所
管
す
る
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
，
各
課
員
は
各
課
長
の
指
示
・
指
導
に

従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

 

        実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更

 

 

9



 

変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

（
伊
方
発
電
所
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
７
条
 
発
電
所
に
伊
方
発
電
所
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

２
 
運
営
委
員
会
は
，
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
，
確
認
す
る
。
 

た
だ
し
，
委
員
会
で
審
議
し
た
事
項
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
た
軽
微
な
事
項
は
，
審
議
事
項

に
該
当
し
な
い
。
 

 
(
1
)
 
運
転
管
理
に
関
す
る
内
規
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

 
 
 
 
(
a
)
 
運
転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
b
)
 
当
直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
c
)
 
原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
d
)
 
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
e
)
 
異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
f
)
 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
g
)
 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
h
)
 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
i
)
 
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項
（
３
号
炉
）
 

 
  

 (
j)

 
火

災
発

生
時

，
内

部
溢

水
発

生
時

（
３

号
炉

）
，

火
山

影
響

等
発

生
時

（
３

号
炉

）
お

よ
び

そ
の

他
自

然
災

害

発
生
時
等
（
３
号
炉
）
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
k
)
 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
（
３
号
炉
）
 

  
（
以
下
，
省
略
）
 

（
伊
方
発
電
所
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
７
条
 
発
電
所
に
伊
方
発
電
所
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

２
 
運
営
委
員
会
は
，
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
，
確
認
す
る
。
 

た
だ
し
，
委
員
会
で
審
議
し
た
事
項
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
た
軽
微
な
事
項
は
，
審
議
事
項

に
該
当
し
な
い
。
 

 
(
1
)
 
運
転
管
理
に
関
す
る
内
規
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

 
 
 
 
(
a
)
 
運
転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
b
)
 
当
直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
c
)
 
原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
d
)
 
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
e
)
 
異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
f
)
 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
g
)
 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
h
)
 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
i
)
 
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項
（
３
号
炉
）
 

 
 
 
 
(
j
)
 
火
災
発
生
時
，
内
部
溢
水
発
生
時
（
３
号
炉
）
，
火
山
影
響
等
発
生
時
（
３
号
炉
）
，
そ
の
他
自
然
災
害
発

生

時
等
（
３
号
炉
）
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
（
３
号
炉
）
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
 

 
 
 
 
(
k
)
 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
（
３
号
炉
）
 

  
（
以
下
，
省
略
）

 

               実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
）
 

第
９
条
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
，
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
，
次
 

の
職
務
を
遂
行
す
る
。
 

(
1
)
 
 
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
上
必
要
な
場
合
は
，
運
転
に
従
事
す
る
者
（
所
長
を
含
む
。
以
下
，
本
条
に
 

お
い
て
同
じ
。
）
へ
指
示
す
る
。
 

 
(
2
)
 
 
表
９
－
１
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
，
所
長
の
承
認
に
先
だ
ち
確
認
す
る
。
 

 
(
3
)
 
表
９
－
２
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
，
各
課
長
か
ら
の
報
告
内
容
等
を
確
認
す
る
。
 

 

(
中
略

) 

  

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
）
 

第
９
条
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
，
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
，
次
 

の
職
務
を
遂
行
す
る
。
 

(
1
)
 
 
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
上
必
要
な
場
合
は
，
運
転
に
従
事
す
る
者
（
所
長
を
含
む
。
以
下
，
本
条
に
 

お
い
て
同
じ
。
）
へ
指
示
す
る
。
 

 
(
2
)
 
 
表
９
－
１
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
，
所
長
の
承
認
に
先
だ
ち
確
認
す
る
。
 

 
(
3
)
 
表
９
－
２
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
，
各
課
長
か
ら
の
報
告
内
容
等
を
確
認
す
る
。
 

 

(
中
略

) 

  

本
頁
変
更
な
し
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

表
９
－
２
 

条
 
 
 
文
 

内
 
 
 
容
 

第
1
7
条
（
火

災
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
1
7
条
の
２

 
内
部
溢
水
発
生
時
の
 

体
制
の
整
備
 

内
部
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
1
7
条
の
２

の
２
 

火
山
影
響
等
発
生
時
 

の
体
制
の
整
備
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
1
7
条
の
３

 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
 

時
等
の
体
制
の
整
備
 

地
震
，
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
1
7
条
の
５

 
重
大
事
故
等
発
生
時
の
 

体
制
の
整
備
 

第
１
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
 

第
1
7
条
の
６

 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
 

体
制
の
整
備
 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
の
結
果
 

 

第
1
7
条
の
７

 
地
震
・
火
災
等
発
生
時
 

の
措
置
 

地
震
・
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
8
4
条
（
重

大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

要
求
さ
れ
る
代
替
措
置
の
確
認
 

第
8
7
条
 
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
 

 
 
 
 
い

場
合
 

 

第
1
1
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し

た
場
合
 

第
11

項
に

定
め

る
原

子
炉

熱
出

力
の

上
昇

ま
た

は
原

子
炉

起
動

状
態

へ
近

づ
く
モ
ー
ド
へ
の
移
行
 

第
8
8
条
 
予

防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
 

 
 
 
 
検

・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
 

 

第
２
項
に
定
め
る
必
要
な
安
全
措
置
 

第
３
項
に
定
め
る
点
検
時
の
措
置
の
実
施
 

第
11

項
に

定
め

る
運

転
上

の
制

限
外

か
ら

復
帰

し
て

い
る

と
判

断
し

た
場

合
 

第
9
0
条
（
異

常
時
の
基
本
的
な
対
応
）
 

 

第
１

項
ま

た
は

第
２

項
に

該
当

す
る

事
態

が
発

生
し

た
場

合
の

原
因

調
査

お
よ
び
対
応
措
置
 

第
9
1
条
（
異

常
時
の
措
置
）
 

第
9
0
条
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
に
該
当
す
る
事
態
の
収
束
 

第
9
6
条
（
燃

料
の
取
替
等
）
 

第
３
項
に
定
め
る
取
替
炉
心
の
安
全
性
の
評
価
結
果
 

第
1
3
3
条
（
報
 
 
告
）
 

       

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
 

第
9
0
条
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
に
該
当
す
る
事
態
が
発
生
し
た

場
合
 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

ま
た

は
放

射
性

気
体

廃
棄

物
に

つ
い

て
放

出
管

理
目

標
値
を
超
え
て
放
出
し
た
場
合
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場

合
 

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
，
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下

「
実
用
 

炉
規
則
」
と
い
う
。
）
第
1
3
4
条
第
２
号
か
ら
第
1
4
号
に
定
め
る
報
告
事
象

が
生
じ
た
場
合
 

 

   （
以
下
，
省
略
）

 

表
９
－
２
 

条
 
 
 
文
 

内
 
 
 
容
 

第
1
7
条
（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
1
7
条
の
２
 
内
部
溢
水
発
生
時
の
 

体
制
の
整
備
 

内
部
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
1
7
条
の
２
の
２
 

火
山
影
響
等
発
生
時
 

の
体
制
の
整
備
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
1
7
条
の
３
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
 

時
等
の
体
制
の
整
備
 

地
震
，
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
1
7
条
の
３
の
２
 

 
 
 
 
 
 
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
 

体
制
の
整
備
 
 
 
 
 
 

有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
1
7
条
の
５
 
重
大
事
故
等
発
生
時
の
 

体
制
の
整
備
 

第
１
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
 

第
1
7
条
の
６
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
 

体
制
の
整
備
 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
の
結
果
 

 

第
1
7
条
の
７
 
地
震
・
火
災
等
発
生
時
 

の
措
置
 

地
震
・
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
8
4
条
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

要
求
さ
れ
る
代
替
措
置
の
確
認
 

第
8
7
条
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
 

 
 
 
 
い
場
合
 

 

第
1
1
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
 

第
11

項
に

定
め

る
原

子
炉

熱
出

力
の

上
昇

ま
た

は
原

子
炉

起
動

状
態

へ
近

づ
く
モ
ー
ド
へ
の
移
行
 

第
8
8
条
 
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
 

 
 
 
 
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
 

 

第
２
項
に
定
め
る
必
要
な
安
全
措
置
 

第
３
項
に
定
め
る
点
検
時
の
措
置
の
実
施
 

第
11

項
に

定
め

る
運

転
上

の
制

限
外

か
ら

復
帰

し
て

い
る

と
判

断
し

た
場

合
 

第
9
0
条
（
異
常
時
の
基
本
的
な
対
応
）
 

 

第
１

項
ま

た
は

第
２

項
に

該
当

す
る

事
態

が
発

生
し

た
場

合
の

原
因

調
査

お
よ
び
対
応
措
置
 

第
9
1
条
（
異
常
時
の
措
置
）
 

第
9
0
条
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
に
該
当
す
る
事
態
の
収
束
 

第
9
6
条
（
燃
料
の
取
替
等
）
 

第
３
項
に
定
め
る
取
替
炉
心
の
安
全
性
の
評
価
結
果
 

第
1
3
3
条
（
報
 
 
告
）
 

       

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
 

第
9
0
条
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
に
該
当
す
る
事
態
が
発
生
し
た
場
合
 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

ま
た

は
放

射
性

気
体

廃
棄

物
に

つ
い

て
放

出
管

理
目

標
値
を
超
え
て
放
出
し
た
場
合
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
 

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
，
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
実
用
 

炉
規
則
」
と
い
う
。
）
第
1
3
4
条
第
２
号
か
ら
第
1
4
号
に
定
め
る
報
告
事
象

が
生
じ
た
場
合
 

  
（
以
下
，
省
略
）

 

           実
用
発
電
用
原
子

炉
及
び
そ
の
附
属

施
設
の
位
置
、
構
造

及
び
設
備
の
基
準

に
関
す
る
規
則
等

の
一
部
改
正
に
伴

う
発
電
用
原
子
炉

設
置
変
更
許
可
申

請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る

変
更
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
17

条
 

防
災

課
長

は
，

火
災

が
発

生
し

た
場

合
（

以
下

，
「

火
災

発
生

時
」

と
い

う
。

）
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
事
項
を
含
む
火
災
防
護
計
画
を
定
め
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。

火
災

防
護

計
画

の
策

定
に

あ
た

っ
て

は
，

添
付

２
に

示
す

「
火

災
，

内
部

溢
水

，
火

山
現

象
（

降
灰

）
お

よ
び

自
然

災

害
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

 （
以
下
，
省
略
）
 

  

（
内
部
溢
水
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
３
号
炉
）
）
 

第
17

条
の

２
 

３
号

炉
に

つ
い

て
，

防
災

課
長

は
，

原
子

炉
施

設
内

に
お

い
て

溢
水

が
発

生
し

た
場

合
（

以
下

，
「

内
部

溢
水
発
生
時
」

と
い
う
。
）

に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め

の
活
動

※
１
を

行
う
体
制
の

整
備
と
し
て

，
次

の
事

項
を
含
む
計
画
を
定
め
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，

火
山
現
象
（
降
灰
）
お
よ
び
自
然
災
害
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

 （
以
下
，
省
略
）
 

  

（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
３
号
炉
）
）
 

第
17

条
の

２
の

２
 

３
号

炉
に

つ
い

て
，

防
災

課
長

は
，

火
山

影
響

等
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

※
１
を

行
う

体
制
の
整
備

と
し
て
，
次

の
事
項
を
含

む
計
画
を
定

め
，
所
長
の

承
認
を
得
る

。
計
画
の
策

定
に

あ
た

っ
て

は
，

添
付

２
に

示
す

「
火

災
，

内
部

溢
水

，
火

山
現

象
（

降
灰

）
お

よ
び

自
然

災
害

対
応

に
係

る
実

施
基

準
」

に

従
っ
て
実
施
す
る
。
 

 （
以
下
，
省
略
）
 

   

（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
1
7
条
 
防
災
課
長
は
，
火
災
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全

の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
事
項
を
含
む
火
災
防
護
計
画
を
定
め
，
所
長
の
承
認
を

得
る
。

火
災
防
護
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，
火
山
現
象
（
降
灰
）
，
自
然
災

害
お

よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

 （
以
下
，
省
略
）
 

  
（
内
部
溢
水
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
３
号
炉
）
）
 

第
1
7
条
の
２
 
３
号
炉
に
つ
い
て
，
防
災
課
長
は
，
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
内
部

溢

水
発

生
時

」
と

い
う

。
）

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

※
１
を

行
う

体
制

の
整

備
と

し
て

，
次

の
事

項

を
含
む
計
画
を
定
め
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢

水
，

火
山
現
象
（
降
灰
）
，
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

 （
以
下
，
省
略
）
 

  
（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
３
号
炉
）
）
 

第
1
7
条
の
２
の
２
 
３
号
炉
に
つ
い
て
，
防
災
課
長
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の

活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
事
項
を
含
む
計
画
を
定
め
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，
火
山
現
象
（
降
灰
）
，
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係

る
実

施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

 （
以
下
，
省
略
）
 

   

   実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更

（
以
下
，
本
頁
に
お
い
て

同
じ
）
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
（
３
号
炉
）
）
 

第
17

条
の

３
 

３
号

炉
に

つ
い

て
，

防
災

課
長

は
，

原
子

炉
施

設
内

に
お

い
て

そ
の

他
自

然
災

害
（

「
地

震
，

津
波

お
よ

び
竜

巻
等

」
を

い
う

。
以

下
，

本
条

に
お

い
て

同
じ

。
）

が
発

生
し

た
場

合
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の

活
動

※
１
を

行
う

体
制
の
整
備

と
し
て
，
次

の
事
項
を
含

む
計
画
を
定

め
，
所
長
の

承
認
を
得
る

。
計
画
の
策

定
に

あ
た

っ
て

は
，

添
付

２
に

示
す

「
火

災
，

内
部

溢
水

，
火

山
現

象
（

降
灰

）
お

よ
び

自
然

災
害

対
応

に
係

る
実

施
基

準
」

に

従
っ
て
実
施
す
る
。
 

 （
以
下
，
省
略
）
 

  

（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
（
３
号
炉
）
）
 

第
1
7
条
の
３
 
３
号
炉
に
つ
い
て
，
防
災
課
長
は
，
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
そ
の
他
自
然
災
害
（
「
地
震
，
津
波
お

よ

び
竜
巻
等
」
を
い
う
。
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の

活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
事
項
を
含
む
計
画
を
定
め
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，
火
山
現
象
（
降
灰
）
，
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係

る
実

施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

 （
以
下
，
省
略
）
 

  

    実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

(
規
定
な
し
) 

（
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
３
号
炉
）
）
 

第
1
7
条
の
３
の
２
 
３
号
炉
に
つ
い
て
，
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
有
毒
ガ
ス
を
確
認

し

た
場
合
（
以
下
「
有
毒
ガ
ス
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整

備
と
し
て
，
次
の
事
項
を
含
む
計
画
を
定
め
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示

す

「
火
災
，
内
部
溢
水
，
火
山
現
象
（
降
灰
）
，
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実

施

す
る
。
 

 
(
1
)
 
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る

こ

と
 

 
(
2
)
 
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
お
よ
び
訓
練
の
実

施

に
関
す
る
こ
と
 

 
(
3
)
 
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す

る

こ
と
 

２
 
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
 

３
 
各
課
長
は
，
第
２
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要

な

措
置
を
講
じ
，
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
に
報
告
す
る
。
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
 
各
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
の
影
響
に
よ
り
，
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断

し

た
場
合
は
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止

等

の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 ※
１
：
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
。
（
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
 

 

実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
３
号
炉
）
）
 

第
17

条
の

５
 

３
号

炉
に

つ
い

て
，

安
全

技
術

課
長

お
よ

び
訓

練
計

画
課

長
は

，
重

大
事

故
等

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
事
項
を
含
む
計
画
（
発
電
課
長
が
定
め
る
計
画

に
含

ま
れ
る
事
項
を
除
く
）
を
定
め
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
発
電
課
長
は
，

原
子

炉
施
設
の
運
転
に
係
る
計
画
を
定
め
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策

定
に

あ
た
っ
て
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 

重
大

事
故

等
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
行

う
た

め
に

必
要

な
要

員
（

以
下

「
対

策

要
員
」
と

い
う
。
）
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
 

(
2
)
 
対
策
要
員
に
対
す
る
教
育
お
よ
び
訓
練
を
，
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
 

(
a
)
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
 

(
b
)
 

重
大

事
故

の
発

生
お

よ
び

拡
大

の
防

止
に

必
要

な
措

置
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

技
術

的
能

力
を

満
足

す
る

こ
と

お
よ

び
有

効
性

評
価

の
前

提
条

件
を

満
足

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
の

成
立

性
の

確
認

訓
練

（
以

下
「

成
立

性
の
確
認
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回

以
上
実
施
す
る
こ
と
 

(
c
)
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と
 

(
3
)
 

重
大

事
故

の
発

生
お

よ
び

拡
大

の
防

止
に

必
要

な
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
確

保
，

復
旧

作
業

お
よ

び
支

援
等

の
原

子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
，
な
ら
び
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と
 

(
4
)
 

重
大

事
故

等
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
行

う
た

め
に

必
要

な
以

下
の

事
項

に
関

す

る
こ
と
 

(
a
)
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

(
b
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

(
c
)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
燃
料
体
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

(
d
)
 
原
子
炉
停
止
時
の
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

 

２
 

各
課

長
は

，
前

項
の

計
画

に
基

づ
き

，
重

大
事

故
等

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
を

実
施

す
る
。
 

３
 

各
課

長
は

，
第

２
項

に
定

め
る

事
項

に
つ

い
て

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，

評
価

の
結

果
に

基
づ

き
必

要
な

措
置
を
講
じ
，
安
全
技
術
課
長
，
訓
練
計
画
課
長
ま
た
は
発
電
課
長
に
報
告
す
る
。
安
全
技
術
課
長
，
訓
練
計
画

課
長

お
よ
び
発
電
課
長
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基

づ
き

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
 

３
号

炉
に

つ
い

て
，

原
子

力
部

長
は

，
重

大
事

故
等

発
生

時
の

支
援

に
関

す
る

活
動

を
行

う
体

制
の

整
備

と
し

て
，

次
の
事
項
を
含
む
計
画
を
定
め
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規

模
損

壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
の
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
 

(
2
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
の
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と
 

５
 
発
電
管
理
部
長
は
，
第
４
項
に
定
め
る
計
画
に
基
づ
き
，
重
大
事
故
等
発
生
時
の
支
援
に
関
す
る
活
動
を

実
施
す
る
。
 

６
 

発
電

管
理

部
長

は
，

第
５

項
に

定
め

る
事

項
に

つ
い

て
定

期
的

に
評

価
を

行
う

と
と

も
に

，
評

価
の

結
果

に
基

づ
き

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
ま
た
発
電
管
理
部
長
は
，
第
４
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と

と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
３
号
炉
）
）
 

第
1
7
条
の
５
 
３
号
炉
に
つ
い
て
，
安
全
技
術
課
長
お
よ
び
訓
練
計
画
課
長
は
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
事
項
を
含
む
計
画
（
発
電
課
長
が
定
め
る
計
画
に
含

ま
れ
る
事
項
を
除
く
）
を
定
め
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
発
電
課
長
は
，
原
子

炉
施
設
の
運
転
に
係
る
計
画
を
定
め
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
重

大
事

故
等

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
を

行
う

た
め

に
必

要
な

要
員

（
以

下
「

対
策

要
員
」
と
い
う
。
）
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
 

(
2
)
 
対
策
要
員
に
対
す
る
教
育
お
よ
び
訓
練
を
，
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
 

(
a
)
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
 

(
b
)
 

重
大

事
故

の
発

生
お

よ
び

拡
大

の
防

止
に

必
要

な
措

置
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

技
術

的
能

力
を

満
足

す
る

こ
と
お
よ
び
有
効
性
評
価
の
前
提
条
件
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
成
立
性
の
確
認
訓
練
（
以
下
「
成

立

性
の
確
認
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
 

(
c
)
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と
 

(
3
)
 
重

大
事

故
の

発
生

お
よ

び
拡

大
の

防
止

に
必

要
な

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
の

確
保

，
復

旧
作

業
お

よ
び

支
援

等
の

原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
，
な
ら
び
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と
 

(
4
)
 
重

大
事

故
等

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
を

行
う

た
め

に
必

要
な

以
下

の
事

項
に

関
す

る
こ
と
 

(
a
)
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

(
b
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

(
c
)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
燃
料
体
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

(
d
)
 
原
子
炉
停
止
時
の
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

(
e
)
 
発
生
す
る
有
毒
ガ
ス
か
ら
の
運
転
員
等
の
防
護
 

２
 
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実

施

す
る
。
 

３
 
各
課
長
は
，
第
２
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要

な

措
置
を
講
じ
，
安
全
技
術
課
長
，
訓
練
計
画
課
長
ま
た
は
発
電
課
長
に
報
告
す
る
。
安
全
技
術
課
長
，
訓
練
計
画
課
長

お
よ
び
発
電
課
長
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
 
３
号
炉
に
つ
い
て
，
原
子
力
部
長
は
，
重
大
事
故
等
発
生
時
の
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て

，

次
の
事
項
を
含
む
計
画
を
定
め
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損

壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
の
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
 

(
2
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
の
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と
 

５
 
発
電
管
理
部
長
は
，
第
４
項
に
定
め
る
計
画
に
基
づ
き
，
重
大
事
故
等
発
生
時
の
支
援
に
関
す
る
活
動
を
実
施
す
る
。
 

６
 
発
電
管
理
部
長
は
，
第
５
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ

き

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
ま
た
発
電
管
理
部
長
は
，
第
４
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

                      実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
1
3
0
条
 
人
材
育
成
課
長
は
，
毎
年
度

，
原
子
炉
施
設
の
運
転
お
よ
び
管
理
を
行
う
所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
を
表

1
3
0
－
１
，
表

13
0
－
２
お
よ
び
表
1
3
0
－
３
の
実
施
方
針
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
，

所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 （
中

略
）
 

  

 

（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
1
3
0
条
 
人
材
育
成
課
長
は
，
毎
年
度
，
原
子
炉
施
設
の
運
転
お
よ
び
管
理
を
行
う
所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
を
表

1
3
0
－
１

，
表
1
3
0
－
２
お
よ
び
表
1
3
0
－
３
の
実
施
方
針
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

，

所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 （
中

略
）
 

  

本
頁
変
更
な
し
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変
更
前
 

備
考
 

 
 

         

  

表
1
3
0
－

１
　

保
安

教
育

実
施

方
針

（
総

括
表

）

大
分

類

中
分

類

（
実

用
炉

規
則

第
92

条
の

内
容

）

小
分

類
(項

目
）

内
　

　
　

　
　

容
実

施
時

期

関
係

法
令

お
よ

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ

と

原
子

炉
等

規
制

法
原

子
炉

等
規

制
法

に
関

連
す

る
法

令
の

概
要

，
な

ら
び

に
関

係
法

令

お
よ

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ
と

原
子

炉
の

し
く

み

原
子

炉
容

器
等

主
要

機
器

の
構

造
に

関
す

る
こ

と

原
子

炉
冷

却
系

統
等

主
要

系
統

の
機

能
・
性

能
に

関
す

る
こ

と

非
常

時
の

場
合

に
講

ず
べ

き
処

置
の

概
要

法
，

令
，

労
働

安
全

衛
生

規
則

お
よ

び

電
離

放
射

線
障

害
防

止
規

則
の

関
係

条
項

原
子

炉
，

放
射

性
廃

棄
物

の
廃

棄
設

備
お

よ
び

そ
の

他
の

設
備

の
構

造
に

関
す

る
こ

と
原

子
炉

，
放

射
性

廃
棄

物
の

廃
棄

設
備

お
よ

び

そ
の

他
の

設
備

の
取

扱
い

の
方

法
管

理
区

域
へ

の
立

ち
入

り
お

よ
び

退
去

の
手

順

外
部

放
射

線
に

よ
る

線
量

当
量

率
お

よ
び

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の

濃
度

の
監

視
の

方
法

電
離

放
射

線
が

生
体

の
細

胞
，

組
織

，
器

官

お
よ

び
全

身
に

与
え

る
影

響
核

燃
料

物
質

ま
た

は
使

用
済

燃
料

ま
た

は
こ

れ
ら

に
よ

っ
て

汚
染

さ

れ
た

物
の

種
類

お
よ

び
性

状
な

ら
び

に
運

搬
，

貯
蔵

，
廃

棄
の

作
業

の
方

法
・
順

序

異
常

な
事

態
が

発
生

し
た

場
合

に
お

け
る

応
急

措
置

の
方

法

関
係

法
令

お
よ

び
保

安

規
定

の
遵

守
に

関
す

る
こ

と
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

総
則

，
品

質
保

証
，

保
安

管
理

体
制

，
保

安
教

育
，

記
録

お
よ

び
報

告
に

関
す

る
こ

と
，

な
ら

び
に

関
係

法
令

お
よ

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ
と

臨
界

管
理

に
関

す
る

こ
と

運
転

上
の

留
意

事
項

に
関

す
る

こ
と

，
通

則
に

関
す

る
こ

と

運
転

上
の

制
限

に
関

す
る

こ
と

異
常

時
の

措
置

に
関

す
る

こ
と

原
子

炉
物

理
・
理

論
に

関
す

る
こ

と

巡
視

点
検

に
関

す
る

こ
と

定
期

的
に

実
施

す
る

サ
ー

ベ
ラ

ン
ス

の
操

作
に

関
す

る
こ

と

異
常

時
対

応
（
現

場
機

器
対

応
）※

３

異
常

時
対

応
（
中

央
制

御
室

内
対

応
）
※

３

異
常

時
対

応
（
指

揮
，

状
況

判
断

）※
３

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅰ

（
直

員
連

携
訓

練
）

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅱ

（
起

動
停

止
・
異

常
時

・
警

報
発

生
時

対
応

訓
練

）

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅲ

（
起

動
停

止
・
異

常
時

・警
報

発
生

時
の

対
応

・
判

断
・指

揮
命

令
訓

練
）

放
射

線
測

定
器

の
取

扱
い

管
理

区
域

へ
の

出
入

り
管

理
等

，
区

域
管

理
に

関
す

る
こ

と

線
量

限
度

等
，

被
ば

く
管

理
に

関
す

る
こ

と

外
部

放
射

線
に

係
る

線
量

当
量

率
等

の
測

定
に

関
す

る
こ

と

管
理

区
域

外
へ

の
移

動
等

物
品

移
動

の
管

理
に

関
す

る
こ

と

協
力

会
社

の
放

射
線

防
護

に
関

す
る

こ
と

放
射

性
廃

棄
物

管
理

放
射

性
固

体
・
液

体
・気

体
廃

棄
物

の
管

理
に

関
す

る
こ

と
燃

料
管

理
に

お
け

る
臨

界
管

理

燃
料

の
検

査
，

取
替

，
運

搬
お

よ
び

貯
蔵

に
関

す
る

こ
と

緊
急

事
態

応
急

対
策

等
，

原
子

力
防

災
対

策
活

動
に

関
す

る
こ

と

（
ア

ク
シ

デ
ン

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

応
を

含
む

）

重
大

事
故

等
お

よ
び

大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

に
関

す
る

こ
と

火
災

，
内

部
溢

水
お

よ
び

火
山

影
響

等
発

生
時

な
ら

び
に

そ
の

他
自

然
災

害
（地

震
，

津
波

お
よ

び
竜

巻
等

）
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と

※
１
：
各

課
長

が
，

所
長

に
よ

り
別

途
承

認
さ

れ
た

基
準

に
従

い
，

各
項

目
の

全
部

ま
た

は
一

部
に

つ
い

て
十

分
な

知
識

　
　

　
お

よ
び

技
能

を
有

し
て

い
る

と
認

め
た

者
に

つ
い

て
は

，
該

当
す

る
教

育
に

つ
い

て
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
２
：
各

対
象

者
に

要
求

さ
れ

て
い

る
教

育
項

目
は

，
対

象
者

と
な

っ
た

時
点

か
ら

課
せ

ら
れ

る
。

※
３
：
重

大
事

故
等

お
よ

び
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
に

関
す

る
こ

と
，

火
災

　
　

　
内

部
溢

水
お

よ
び

火
山

影
響

等
発

生
時

な
ら

び
に

そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と
を

含
み

，
そ

の

放
射

線
業

務
従

事
者

教
育

※
１

関
係

法
令

お
よ

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ
と

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処
置

に
関

す
る

こ
と

保
守

管
理

管
理

区
域

内
に

お
い

て
核

燃
料

物
質

，
使

用
済

燃
料

ま
た

は
こ

れ
ら

に
よ

っ
て

汚
染

さ
れ

た
物

を
取

扱
う

業
務

に
就

か
せ

る
時

原
子

炉
施

設
の

運
転

に

関
す

る
こ

と

運
転

訓
練

放
射

線
管

理
に

関
す

る
こ

と

核
燃

料
物

質
お

よ
び

核
燃

料
物

質
に

よ
っ

て
汚

染
さ

れ
た

物
の

取
扱

い
に

関
す

る
こ

と

原
子

炉
施

設
の

構
造

，
性

能
に

関
す

る
こ

と

保
安

教
育

の
内

容

入
所

時
に

実
施

す
る

教
育

※
１

原
子

炉
施

設
の

構
造

，

性
能

に
関

す
る

こ
と

設
備

概
要

，

主
要

系
統

の
機

能

入
所

時
（
原

子
力

発
電

所
新

規
配

属
時

）

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処
置

に
関

す
る

こ
と

※
４
：
ア

ク
シ

デ
ン

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

応
に

つ
い

て
は

，
支

援
組

織
要

員
を

対
象

と
す

る
。

そ
の

他

反
復

教
育

１
回

／
１
０
年

毎
以

上

核
燃

料
物

質
お

よ
び

核
燃

料
物

質
に

よ
っ

て
汚

染
さ

れ
た

物
の

取

扱
い

に
関

す
る

こ
と

燃
料

管
理

運
転

管
理

放
射

線
管

理

保
守

管
理

計
画

に
関

す
る

こ
と

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処
置

に
関

す
る

こ
と

１
回

／
年

以
上

放
射

線
管

理
に

関
す

る
こ

と

　
　

　
実

施
時

期
は

１
回

／
年

以
上

と
す

る
。

当
直

長
副

当
直

長
主

任
班

長
運

転
員

放
射

性
廃

棄
物

処

理
設

備
の

業
務

に
関

わ
る

者

◎

（１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（０
．

５
時

間
以

上
）

○

（
０
．

５
時

間
以

上
）

×

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

○

（１
時

間
以

上
)

○

（
１
時

間
以

上
)

○

（
０
．

５
時

間
以

上
)

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（０
．

５
時

間
以

上
）

◎
※

４

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
※

４

（０
．

５
時

間
以

上
）

◎
※

４

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
※

４

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎
（１

時
間

以
上

）
×

対
象

者
と

教
育

時
間

は
，

表
1
3
0－

２
参

照

×
○

（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（１

時
間

以
上

）
○

（
１
時

間
以

上
）

◎
（
１
時

間
以

上
）

◎
（
１
時

間
以

上
）

○
（
１
時

間
以

上
）

運
転

員

対
象

者
と

教
育

時
間

　
※

２

事
務

系
所

員
燃

料
取

替
の

業
務

に
関

わ
る

者
左

記
以

外
の

技
術

系
所

員

×

◎
（
１
時

間
以

上
）

○

（
１
時

間
以

上
）

×

対
象

者
と

実
施

時
期

，
教

育
時

間
に

つ
い

て
は

，
表

1
30

－
３
参

照

◎
：
全

員
が

教
育

の
対

象
者

（関
連

す
る

業
務

内
容

に
応

じ
て

教
育

内
容

に
濃

淡
あ

り
）

○
：
業

務
に

関
連

す
る

者
が

教
育

の
対

象
（
関

連
す

る
業

務
内

容
に

応
じ

教
育

内
容

に
濃

淡
あ

り
）

×
：
教

育
の

対
象

外
( 
 )

：合
計

の
教

育
時

間

対
象

者
と

実
施

時
期

，
教

育
時

間
に

つ
い

て
は

，
表

1
3
0－

３
参

照
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変
更
後
 

備
考
 

 
 

                                        実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の

基
準
に
関
す
る
規
則
等

の
一
部
改
正
に
伴
う
発

電
用
原
子
炉
設
置
変
更

許
可
申
請
書
記
載
事
項

の
一
部
追
加
に
よ
る
変

更
 

表
1
3
0
－

１
　

保
安

教
育

実
施

方
針

（
総

括
表

）

大
分

類

中
分

類

（実
用

炉
規

則
第

92
条

の
内

容
）

小
分

類

(項
目

）
内

　
　

　
　

　
容

実
施

時
期

関
係

法
令

お
よ

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ

と

原
子

炉
等

規
制

法
原

子
炉

等
規

制
法

に
関

連
す

る
法

令
の

概
要

，
な

ら
び

に
関

係
法

令

お
よ

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ
と

原
子

炉
の

し
く

み

原
子

炉
容

器
等

主
要

機
器

の
構

造
に

関
す

る
こ

と
原

子
炉

冷
却

系
統

等
主

要
系

統
の

機
能

・
性

能
に

関
す

る
こ

と

非
常

時
の

場
合

に
講

ず
べ

き
処

置
の

概
要

法
，

令
，

労
働

安
全

衛
生

規
則

お
よ

び

電
離

放
射

線
障

害
防

止
規

則
の

関
係

条
項

原
子

炉
，

放
射

性
廃

棄
物

の
廃

棄
設

備
お

よ
び

そ
の

他
の

設
備

の
構

造
に

関
す

る
こ

と

原
子

炉
，

放
射

性
廃

棄
物

の
廃

棄
設

備
お

よ
び

そ
の

他
の

設
備

の
取

扱
い

の
方

法

管
理

区
域

へ
の

立
ち

入
り

お
よ

び
退

去
の

手
順

外
部

放
射

線
に

よ
る

線
量

当
量

率
お

よ
び

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の

濃
度

の
監

視
の

方
法

電
離

放
射

線
が

生
体

の
細

胞
，

組
織

，
器

官

お
よ

び
全

身
に

与
え

る
影

響

核
燃

料
物

質
ま

た
は

使
用

済
燃

料
ま

た
は

こ
れ

ら
に

よ
っ

て
汚

染
さ

れ
た

物
の

種
類

お
よ

び
性

状
な

ら
び

に
運

搬
，

貯
蔵

，
廃

棄
の

作
業

の
方

法
・
順

序
異

常
な

事
態

が
発

生
し

た
場

合
に

お
け

る
応

急
措

置
の

方
法

関
係

法
令

お
よ

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ

と

原
子

炉
施

設
保

安
規

定
総

則
，

品
質

保
証

，
保

安
管

理
体

制
，

保
安

教
育

，
記

録
お

よ
び

報
告

に
関

す
る

こ
と

，
な

ら
び

に
関

係
法

令
お

よ
び

保
安

規
定

の
遵

守

に
関

す
る

こ
と

臨
界

管
理

に
関

す
る

こ
と

運
転

上
の

留
意

事
項

に
関

す
る

こ
と

，
通

則
に

関
す

る
こ

と
運

転
上

の
制

限
に

関
す

る
こ

と

異
常

時
の

措
置

に
関

す
る

こ
と

原
子

炉
物

理
・
理

論
に

関
す

る
こ

と

巡
視

点
検

に
関

す
る

こ
と

定
期

的
に

実
施

す
る

サ
ー

ベ
ラ

ン
ス

の
操

作
に

関
す

る
こ

と

異
常

時
対

応
（
現

場
機

器
対

応
）
※

３

異
常

時
対

応
（
中

央
制

御
室

内
対

応
）
※

３

異
常

時
対

応
（
指

揮
，

状
況

判
断

）
※

３

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅰ

（
直

員
連

携
訓

練
）

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅱ

（
起

動
停

止
・
異

常
時

・
警

報
発

生
時

対
応

訓
練

）

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅲ

（
起

動
停

止
・
異

常
時

・警
報

発
生

時
の

対
応

・
判

断
・指

揮
命

令
訓

練
）

放
射

線
測

定
器

の
取

扱
い

管
理

区
域

へ
の

出
入

り
管

理
等

，
区

域
管

理
に

関
す

る
こ

と
線

量
限

度
等

，
被

ば
く

管
理

に
関

す
る

こ
と

外
部

放
射

線
に

係
る

線
量

当
量

率
等

の
測

定
に

関
す

る
こ

と

管
理

区
域

外
へ

の
移

動
等

物
品

移
動

の
管

理
に

関
す

る
こ

と
協

力
会

社
の

放
射

線
防

護
に

関
す

る
こ

と

放
射

性
廃

棄
物

管
理

放
射

性
固

体
・
液

体
・
気

体
廃

棄
物

の
管

理
に

関
す

る
こ

と

燃
料

管
理

に
お

け
る

臨
界

管
理

燃
料

の
検

査
，

取
替

，
運

搬
お

よ
び

貯
蔵

に
関

す
る

こ
と

緊
急

事
態

応
急

対
策

等
，

原
子

力
防

災
対

策
活

動
に

関
す

る
こ

と

（
ア

ク
シ

デ
ン

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

応
を

含
む

）

重
大

事
故

等
お

よ
び

大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
に

関
す

る
こ

と

火
災

，
内

部
溢

水
お

よ
び

火
山

影
響

等
発

生
時

，
そ

の
他

自
然

災
害

（
地

震
，

津
波

お
よ

び
竜

巻
等

）発
生

時
な

ら
び

に
有

毒
ガ

ス
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と

※
１
：
各

課
長

が
，

所
長

に
よ

り
別

途
承

認
さ

れ
た

基
準

に
従

い
，

各
項

目
の

全
部

ま
た

は
一

部
に

つ
い

て
十

分
な

知
識

　
　

　
お

よ
び

技
能

を
有

し
て

い
る

と
認

め
た

者
に

つ
い

て
は

，
該

当
す

る
教

育
に

つ
い

て
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
２
：
各

対
象

者
に

要
求

さ
れ

て
い

る
教

育
項

目
は

，
対

象
者

と
な

っ
た

時
点

か
ら

課
せ

ら
れ

る
。

※
３
：
重

大
事

故
等

お
よ

び
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
に

関
す

る
こ

と
，

火
災

　
　

　
内

部
溢

水
お

よ
び

火
山

影
響

等
発

生
時

，
そ

の
他

自
然

災
害

発
生

時
な

ら
び

に
有

毒
ガ

ス
発

生
時

の
措

置
に

関
す

放
射

線
業

務

従
事

者

教
育

※
１

関
係

法
令

お
よ

び
保

安
規

定
の

遵
守

に
関

す
る

こ
と

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処
置

に
関

す
る

こ
と

保
守

管
理

管
理

区
域

内
に

お
い

て
核

燃
料

物
質

，
使

用
済

燃

料
ま

た
は

こ
れ

ら

に
よ

っ
て

汚
染

さ
れ

た
物

を
取

扱
う

業
務

に
就

か
せ

る
時

原
子

炉
施

設
の

運
転

に

関
す

る
こ

と

運
転

訓
練

放
射

線
管

理
に

関
す

る
こ

と

核
燃

料
物

質
お

よ
び

核
燃

料
物

質
に

よ
っ

て

汚
染

さ
れ

た
物

の
取

扱
い

に
関

す
る

こ
と

原
子

炉
施

設
の

構
造

，
性

能
に

関
す

る
こ

と

保
安

教
育

の
内

容

入
所

時
に

実
施

す
る

教
育

※
１

原
子

炉
施

設
の

構
造

，

性
能

に
関

す
る

こ
と

設
備

概
要

，

主
要

系
統

の
機

能

入
所

時
（原

子
力

発
電

所
新

規
配

属
時

）

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処
置

に
関

す
る

こ
と

※
４
：
ア

ク
シ

デ
ン

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

応
に

つ
い

て
は

，
支

援
組

織
要

員
を

対
象

と
す

る
。

そ
の

他
反

復
教

育

１
回

／
１
０
年

毎
以

上

核
燃

料
物

質
お

よ
び

核
燃

料
物

質
に

よ
っ

て

汚
染

さ
れ

た
物

の
取

扱
い

に
関

す
る

こ
と

燃
料

管
理

運
転

管
理

放
射

線
管

理

保
守

管
理

計
画

に
関

す
る

こ
と

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処
置

に
関

す
る

こ
と

１
回

／
年

以
上

放
射

線
管

理
に

関
す

る
こ

と

　
　

　
る

こ
と

を
含

み
，

そ
の

実
施

時
期

は
１
回

／
年

以
上

と
す

る
。

当
直

長
副

当
直

長
主

任
班

長
運

転
員

放
射

性
廃

棄
物

処
理

設
備

の
業

務
に

関
わ

る
者

◎
（１

時
間

以
上

）
◎

（
１
時

間
以

上
）

◎
（１

時
間

以
上

）
◎

（
１
時

間
以

上
）

◎
（
１
時

間
以

上
）

◎
（
１
時

間
以

上
）

◎
（
１
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

○
（０

．
５
時

間
以

上
）

×

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

○
（１

時
間

以
上

)
○

（
１
時

間
以

上
)

○

（
０
．

５
時

間
以

上
)

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
※

４
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
※

４
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
※

４
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
※

４
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（０

．
５
時

間
以

上
）

◎
（
０
．

５
時

間
以

上
）

◎
（１

時
間

以
上

）
◎

（
１
時

間
以

上
）

◎
（１

時
間

以
上

）
◎

（
１
時

間
以

上
）

◎
（
１
時

間
以

上
）

◎
（
１
時

間
以

上
）

◎
（
１
時

間
以

上
）

◎

（１
時

間
以

上
）

×

対
象

者
と

教
育

時
間

は
，

表
1
30

－
２
参

照

×
○

（０
．

５
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

○

（
１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

◎

（
１
時

間
以

上
）

○
（
１
時

間
以

上
）

運
転

員

対
象

者
と

教
育

時
間

　
※

２

事
務

系
所

員
燃

料
取

替
の

業
務

に
関

わ
る

者

左
記

以
外

の

技
術

系
所

員

×

◎

（１
時

間
以

上
）

○

（
１
時

間
以

上
）

×

対
象

者
と

実
施

時
期

，
教

育
時

間
に

つ
い

て
は

，
表

1
30

－
３
参

照

◎
：全

員
が

教
育

の
対

象
者

（関
連

す
る

業
務

内
容

に
応

じ
て

教
育

内
容

に
濃

淡
あ

り
）

○
：業

務
に

関
連

す
る

者
が

教
育

の
対

象
（関

連
す

る
業

務
内

容
に

応
じ

教
育

内
容

に
濃

淡
あ

り
）

×
：教

育
の

対
象

外
( 
 )

：
合

計
の

教
育

時
間

対
象

者
と

実
施

時
期

，
教

育
時

間
に

つ
い

て
は

，
表

13
0－

３
参

照
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表
1
3
0
－

３
　

保
安

教
育

実
施

方
針

（
運

転
員

等
）

中
分

類
小

分
類

（項
目

）
細

目

総
則

，
品

質
保

証
，

保
安

管
理

体
制

，
保

安
教

育
，

記
録

お
よ

び
報

告
に

関
す

る
規

則
の

概
要

，
な

ら
び

に
関

係
法

令
お

よ
び

保
安

規
定

の
遵

守
に

関
す

る
こ

と

保
安

に
関

す
る

各
組

織
お

よ
び

各
職

務
の

具
体

的
役

割
と

確
認

す
べ

き
記

録

原
子

炉
物

理
・臨

界
管

理
原

子
炉

物
理

・臨
界

管
理

に
関

す
る

こ
と

運
転

上
の

通
則

に
つ

い
て

の
概

要

運
転

上
の

留
意

事
項

の
概

要

運
転

上
の

制
限

の
概

要

異
常

時
の

措
置

の
概

要

巡
視

点
検

の
範

囲
と

確
認

項
目

定
期

的
に

実
施

す
る

サ
ー

ベ
ラ

ン
ス

の
内

容
と

頻
度

原
子

炉
の

起
動

停
止

の
概

要

各
設

備
の

運
転

操
作

の
概

要
（現

場
操

作
）

警
報

発
生

時
の

対
応

操
作

（
現

場
操

作
）

異
常

時
操

作
の

対
応

（現
場

操
作

）

運
転

上
の

通
則

の
適

用
と

根
拠

運
転

上
の

留
意

事
項

の
基

準
値

と
管

理
方

法

運
転

上
の

制
限

の
具

体
的

値
と

制
限

を
超

え
た

場
合

の
措

置

異
常

時
の

措
置

を
実

施
す

る
際

の
運

転
操

作
基

準
の

根
拠

巡
視

点
検

時
の

確
認

項
目

の
根

拠

定
期

的
に

実
施

す
る

サ
ー

ベ
ラ

ン
ス

の
操

作
と

基
準

値

原
子

炉
の

起
動

停
止

に
関

す
る

操
作

と
監

視
項

目

各
設

備
の

運
転

操
作

と
監

視
項

目

警
報

発
生

時
の

対
応

操
作

（
中

央
制

御
室

）

異
常

時
操

作
の

対
応

（中
央

制
御

室
）

運
転

上
の

通
則

に
関

す
る

留
意

事
項

の
根

拠
と

制
限

を
超

え
る

場
合

の
措

置

制
限

お
よ

び
制

限
を

超
え

た
場

合
の

措
置

の
根

拠
と

運
用

異
常

時
の

措
置

を
実

施
す

る
際

の
運

転
操

作
基

準
の

根
拠

異
常

時
操

作
の

対
応

（判
断

・指
揮

命
令

）

警
報

発
生

時
の

監
視

項
目

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅰ

運
転

操
作

の
際

の
連

携
訓

練

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅱ

起
動

停
止

・
異

常
時

・警
報

発
生

時
対

応
訓

練

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅲ

起
動

停
止

・
異

常
時

・警
報

発
生

時
の

対
応

・判
断

・

指
揮

命
令

訓
練

保
守

管
理

計
画

に

関
す

る
こ

と
Ⅰ

定
期

検
査

時
の

検
査

項
目

概
要

保
守

管
理

計
画

に

関
す

る
こ

と
Ⅱ

定
期

検
査

時
の

検
査

項
目

の
根

拠

放
射

性
固

体
・液

体
・気

体
廃

棄
物

の
管

理
に

関
す

る
こ

と

核
燃

料
物

質

お
よ

び
核

燃
料

物
質

に
よ

り

汚
染

さ
れ

た
物

の

取
扱

い
に

関
す

る
こ

と
燃

料
管

理
燃

料
の

検
査

・
取

替
・
運

搬
お

よ
び

貯
蔵

に
関

す
る

こ
と

燃
料

の
臨

界
管

理
に

関
す

る
こ

と

放
射

性
廃

棄
物

管
理

運
転

管
理

巡
視

点
検

・定
期

的

検
査

Ⅱ

異
常

時
対

応
※

３

（中
央

制
御

室
内

対
応

）

運
転

管
理

Ⅲ

異
常

時
対

応
※

３

（
指

揮
，

状
況

判
断

）

具
体

的
教

育
内

容

異
常

時
対

応
※

３

（現
場

機
器

対
応

）

運
転

管
理

Ⅰ

運
転

管
理

Ⅱ

保
安

教
育

の
内

容

関
係

法
令

お
よ

び

保
安

規
定

の
遵

守

に
関

す
る

こ
と

原
子

炉
施

設
保

安
規

定

巡
視

点
検

・定
期

的

検
査

Ⅰ

原
子

炉
施

設
の

運
転

に
関

す
る

こ
と

保
守

管
理

運
転

訓
練

※
１
：
各

対
象

者
に

要
求

さ
れ

て
い

る
教

育
項

目
は

、
対

象
者

と
な

っ
た

時
点

か
ら

課
せ

ら
れ

る
。

※
２
：
記

載
す

る
に

あ
た

っ
て

の
考

え
は

、
以

下
の

と
お

り
。

・
本

教
育

は
、

同
一

細
目

で
あ

っ
て

も
対

象
者

の
職

位
に

応
じ

て
理

解
の

範
囲

、
深

さ
に

差
が

あ
る

（
あ

る
教

育
で

、
複

数
の

細
目

を
カ

バ
ー

す
る

場
合

も
あ

る
）。

・
こ

の
○

年
間

で
○

○
時

間
以

上
と

は
、

運
転

員
が

行
う
一

連
の

教
育

の
時

間
で

あ
り

、

上
表

は
こ

の
教

育
時

間
の

中
に

含
ま

れ
て

い
る

（上
述

の
表

の
細

目
の

時
間

を
累

積
し

た
時

間
で

は
な

い
）
。

・
各

細
目

の
内

容
が

密
接

に
関

わ
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
細

目
毎

の
時

間
の

区
別

は
行

わ
な

い
。

※
３
：
重

大
事

故
等

お
よ

び
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
に

関
す

る
こ

と
，

火
災

，
内

部
溢

水
お

よ
び

火
山

影
響

等
発

生
時

な
ら

び
に

そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と
を

含
む

。

当
直

長

副
当

直
長

主
任

班
長

運
転

員

放
射

性
廃

棄
物

処
理

設
備

の

業
務

に
関

わ
る

者

◎
◎

◎
◎

◎

◎
×

×
×

×

◎
◎

◎
×

×

× ×

◎
◎

◎
×

×
３
年

間
で

１
５
時

間
以

上

×
◎

×
×

×
３
年

間
で

９
時

間
以

上

◎
×

×
×

×
３
年

間
で

９
時

間
以

上

◎
◎

◎
×

×

◎
×

×
×

×

×
：教

育
の

対
象

外

◎
◎

◎

◎
◎

＜
運

転
員

＞

３
年

間
で

３
０
時

間
以

上
※

2

※
4
 （

上
記

※
4と

同
枠

内
）

＜
放

射
性

廃
棄

物
処

理
設

備
の

業
務

に
関

わ
る

者
＞

３
年

間
で

２
４
時

間
以

上
  

※
2

※
4
 （

上
記

※
4と

同
枠

内
）

＜
燃

料
取

替
業

務
に

関
わ

る
者

＞

３
年

間
で

３
時

間
以

上
※

2

※
4
  

(上
記

※
4と

同
枠

内
）

◎

（
放

射
性

廃
棄

物

処
理

設
備

に
関

す
る

こ
と

の
み

）

×

◎
×

× ×

◎ ◎

×
◎

×

× × ×
×

◎
◎ ◎ ◎

×◎

◎

運
転

員

対
象

者
　

※
１

燃
料

取
替

の

業
務

に
関

わ
る

者

◎

（
放

射
性

廃
棄

物

処
理

設
備

に
関

す
る

こ
と

の
み

）

実
施

頻
度

お
よ

び
時

間

◎
×

◎
◎

＜
運

転
員

＞

３
年

間
で

３
０
時

間
以

上
※

2

※
4
 (

下
記

※
4
と

同
枠

内
）

＜
放

射
性

廃
棄

物
処

理
設

備
の

業
務

に
関

わ
る

者
＞

３
年

間
で

２
４
時

間
以

上
※

2

※
4
 (

下
記

※
4
と

同
枠

内
）

＜
燃

料
取

替
業

務
に

関
わ

る
者

＞

３
年

間
で

３
時

間
以

上
※

2

※
4
 (

下
記

※
4
と

同
枠

内
）

◎◎ ×
×

◎ ×

◎

（
放

射
性

廃
棄

物

処
理

設
備

に
関

す
る

こ
と

の
み

）

◎

（
放

射
性

廃
棄

物

処
理

設
備

に
関

す
る

こ
と

の
み

）

× ×

◎
：全

員
が

教
育

の
対

象
者

　
　

（
関

連
す

る
業

務
内

容
に

応
じ

て
教

育
内

容
に

濃
淡

あ
り

）

◎
◎

◎

◎
◎ ◎

◎

×

20



 

  

変
更
後
 

備
考
 

 
 

                                       実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の

基
準
に
関
す
る
規
則
等

の
一
部
改
正
に
伴
う
発

電
用
原
子
炉
設
置
変
更

許
可
申
請
書
記
載
事
項

の
一
部
追
加
に
よ
る
変

更
 

表
1
3
0
－

３
　

保
安

教
育

実
施

方
針

（
運

転
員

等
）

中
分

類
小

分
類

（項
目

）
細

目

総
則

，
品

質
保

証
，

保
安

管
理

体
制

，
保

安
教

育
，

記
録

お
よ

び
報

告
に

関
す

る
規

則
の

概
要

，
な

ら
び

に
関

係
法

令
お

よ
び

保
安

規
定

の
遵

守
に

関
す

る
こ

と

保
安

に
関

す
る

各
組

織
お

よ
び

各
職

務
の

具
体

的
役

割
と

確
認

す
べ

き
記

録

原
子

炉
物

理
・
臨

界
管

理
原

子
炉

物
理

・臨
界

管
理

に
関

す
る

こ
と

運
転

上
の

通
則

に
つ

い
て

の
概

要

運
転

上
の

留
意

事
項

の
概

要

運
転

上
の

制
限

の
概

要

異
常

時
の

措
置

の
概

要

巡
視

点
検

の
範

囲
と

確
認

項
目

定
期

的
に

実
施

す
る

サ
ー

ベ
ラ

ン
ス

の
内

容
と

頻
度

原
子

炉
の

起
動

停
止

の
概

要

各
設

備
の

運
転

操
作

の
概

要
（現

場
操

作
）

警
報

発
生

時
の

対
応

操
作

（現
場

操
作

）

異
常

時
操

作
の

対
応

（
現

場
操

作
）

運
転

上
の

通
則

の
適

用
と

根
拠

運
転

上
の

留
意

事
項

の
基

準
値

と
管

理
方

法

運
転

上
の

制
限

の
具

体
的

値
と

制
限

を
超

え
た

場
合

の
措

置

異
常

時
の

措
置

を
実

施
す

る
際

の
運

転
操

作
基

準
の

根
拠

巡
視

点
検

時
の

確
認

項
目

の
根

拠

定
期

的
に

実
施

す
る

サ
ー

ベ
ラ

ン
ス

の
操

作
と

基
準

値

原
子

炉
の

起
動

停
止

に
関

す
る

操
作

と
監

視
項

目

各
設

備
の

運
転

操
作

と
監

視
項

目

警
報

発
生

時
の

対
応

操
作

（中
央

制
御

室
）

異
常

時
操

作
の

対
応

（
中

央
制

御
室

）

運
転

上
の

通
則

に
関

す
る

留
意

事
項

の
根

拠
と

制
限

を
超

え
る

場
合

の
措

置

制
限

お
よ

び
制

限
を

超
え

た
場

合
の

措
置

の
根

拠
と

運
用

異
常

時
の

措
置

を
実

施
す

る
際

の
運

転
操

作
基

準
の

根
拠

異
常

時
操

作
の

対
応

（
判

断
・指

揮
命

令
）

警
報

発
生

時
の

監
視

項
目

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅰ

運
転

操
作

の
際

の
連

携
訓

練

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅱ

起
動

停
止

・異
常

時
・
警

報
発

生
時

対
応

訓
練

シ
ミ
ュ

レ
ー

タ
訓

練
Ⅲ

起
動

停
止

・異
常

時
・
警

報
発

生
時

の
対

応
・判

断
・

指
揮

命
令

訓
練

保
守

管
理

計
画

に

関
す

る
こ

と
Ⅰ

定
期

検
査

時
の

検
査

項
目

概
要

保
守

管
理

計
画

に

関
す

る
こ

と
Ⅱ

定
期

検
査

時
の

検
査

項
目

の
根

拠

放
射

性
固

体
・液

体
・
気

体
廃

棄
物

の
管

理
に

関
す

る
こ

と

核
燃

料
物

質

お
よ

び

核
燃

料
物

質
に

よ
り

汚
染

さ
れ

た
物

の

取
扱

い
に

関
す

る
こ

と
燃

料
管

理
燃

料
の

検
査

・取
替

・運
搬

お
よ

び
貯

蔵
に

関
す

る
こ

と

燃
料

の
臨

界
管

理
に

関
す

る
こ

と

放
射

性
廃

棄
物

管
理

運
転

管
理

巡
視

点
検

・
定

期
的

検
査

Ⅱ

異
常

時
対

応
※

３

（
中

央
制

御
室

内
対

応
）

運
転

管
理

Ⅲ

異
常

時
対

応
※

３

（
指

揮
，

状
況

判
断

）

具
体

的
教

育
内

容

異
常

時
対

応
※

３

（現
場

機
器

対
応

）

運
転

管
理

Ⅰ

運
転

管
理

Ⅱ

保
安

教
育

の
内

容

関
係

法
令

お
よ

び

保
安

規
定

の
遵

守
に

関
す

る
こ

と
原

子
炉

施
設

保
安

規
定

巡
視

点
検

・
定

期
的

検
査

Ⅰ

原
子

炉
施

設
の

運
転

に
関

す
る

こ
と

保
守

管
理

運
転

訓
練

※
１
：
各

対
象

者
に

要
求

さ
れ

て
い

る
教

育
項

目
は

、
対

象
者

と
な

っ
た

時
点

か
ら

課
せ

ら
れ

る
。

※
２
：
記

載
す

る
に

あ
た

っ
て

の
考

え
は

、
以

下
の

と
お

り
。

・
本

教
育

は
、

同
一

細
目

で
あ

っ
て

も
対

象
者

の
職

位
に

応
じ

て
理

解
の

範
囲

、
深

さ
に

差
が

あ
る

（
あ

る
教

育
で

、
複

数
の

細
目

を
カ

バ
ー

す
る

場
合

も
あ

る
）。

・
こ

の
○

年
間

で
○

○
時

間
以

上
と

は
、

運
転

員
が

行
う
一

連
の

教
育

の
時

間
で

あ
り

、

上
表

は
こ

の
教

育
時

間
の

中
に

含
ま

れ
て

い
る

（上
述

の
表

の
細

目
の

時
間

を
累

積
し

た
時

間
で

は
な

い
）
。

・
各

細
目

の
内

容
が

密
接

に
関

わ
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
細

目
毎

の
時

間
の

区
別

は
行

わ
な

い
。

※
３
：
重

大
事

故
等

お
よ

び
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
に

関
す

る
こ

と
，

火
災

，
内

部
溢

水
お

よ
び

火
山

影
響

等
発

生
時

，
そ

の
他

自
然

災
害

発
生

時
な

ら
び

に
有

毒
ガ

ス
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と
を

含
む

。

当
直

長

副
当

直
長

主
任

班
長

運
転

員

放
射

性
廃

棄
物

処
理

設
備

の

業
務

に
関

わ
る

者

◎
◎

◎
◎

◎

◎
×

×
×

×

◎
◎

◎
×

×

× ×

◎
◎

◎
×

×
３
年

間
で

１
５
時

間
以

上

×
◎

×
×

×
３
年

間
で

９
時

間
以

上

◎
×

×
×

×
３
年

間
で

９
時

間
以

上

◎
◎

◎
×

×

◎
×

×
×

×

×
：
教

育
の

対
象

外

◎
◎

◎

◎
◎

＜
運

転
員

＞

３
年

間
で

３
０
時

間
以

上
※

2

※
4
 （

上
記

※
4
と

同
枠

内
）

＜
放

射
性

廃
棄

物
処

理
設

備
の

業
務

に
関

わ
る

者
＞

３
年

間
で

２
４
時

間
以

上
  

※
2

※
4
 （

上
記

※
4
と

同
枠

内
）

＜
燃

料
取

替
業

務
に

関
わ

る
者

＞

３
年

間
で

３
時

間
以

上
※

2

※
4
  

(上
記

※
4
と

同
枠

内
）

◎

（
放

射
性

廃
棄

物

処
理

設
備

に
関

す
る

こ
と

の
み

）

×

◎
×

× ×

◎ ◎

×
◎

×

× × ×
×

◎
◎ ◎ ◎

×◎

◎

運
転

員

対
象

者
　

※
１

燃
料

取
替

の

業
務

に
関

わ
る

者

◎

（
放

射
性

廃
棄

物

処
理

設
備

に
関

す
る

こ
と

の
み

）

実
施

頻
度

お
よ

び
時

間

◎
×

◎
◎

＜
運

転
員

＞

３
年

間
で

３
０
時

間
以

上
※

2

※
4
 (

下
記

※
4と

同
枠

内
）

＜
放

射
性

廃
棄

物
処

理
設

備
の

業
務

に
関

わ
る

者
＞

３
年

間
で

２
４
時

間
以

上
※

2

※
4
 (

下
記

※
4と

同
枠

内
）

＜
燃

料
取

替
業

務
に

関
わ

る
者

＞

３
年

間
で

３
時

間
以

上
※

2

※
4
 (

下
記

※
4と

同
枠

内
）

◎◎ ×
×

◎ ×

◎

（
放

射
性

廃
棄

物

処
理

設
備

に
関

す
る

こ
と

の
み

）

◎

（
放

射
性

廃
棄

物

処
理

設
備

に
関

す
る

こ
と

の
み

）

× ×

◎
：
全

員
が

教
育

の
対

象
者

　
　

（
関

連
す

る
業

務
内

容
に

応
じ

て
教

育
内

容
に

濃
淡

あ
り

）

◎
◎

◎

◎
◎ ◎

◎

×
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

（
協
力
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
1
3
1
条
 
人
材
育
成
課
長
は
，
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
を
協
力
会
社
が
行
う
場
合
は
，
当
該
協
力
会
社
従
業
員
の
 

 
発
電
所
入
所
時
に
安
全
上
必
要
な
教
育
が
表
1
3
1
の
実
施
方
針
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
｡
 

な
お
，
教
育
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
，
教
育
現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。
 

た
だ
し
，
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
，
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ

び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
，
該
当
す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
 

  
(中

略
) 

 ５
 
各
課
長
は
，
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業

の
う
ち
，
火
災
，
内
部
溢
水
お
よ
び
火
山
影
響
等
発
生
時
な
ら
び
に
そ
の
 

他
自
然
災
害
（
地
震
，
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
）
発
生
時
の
措
置
に
お
け
る
業
務
の
補
助
を
協
力
会
社
に
行
わ
せ
る
場
合
 

は
，
当
該
業
務
に
従
事
す
る
協
力
会
社
従
業
員
に
対
し
，
表
1
3
0
－
１
の
保
安
教
育
の
う
ち
「
火
災
，
内
部
溢
水
お
よ
 

 
び
火
山
影
響
等
発
生
時
な
ら
び
に
そ
の
他
自
然
災
害
（
地
震
，
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
）
発
生
時
の
措
置
に

関
す
る
こ
 

と
」
の
実
施
計
画
を
「
左
記
以
外
の
技
術
系
所
員
」
に
準
じ
て
定
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
 

確
認
を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

  
(以

下
，
省
略
)
 

 

（
協
力
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
1
3
1
条
 
人
材
育
成
課
長
は
，
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
を
協
力
会
社
が
行
う
場
合
は
，
当
該
協
力
会
社
従
業
員
の

発

電
所
入
所
時
に
安
全
上
必
要
な
教
育
が
表
1
3
1
の
実
施
方
針
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
｡
 

な
お
，
教
育
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
，
教
育
現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。
 

た
だ
し
，
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
，
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ

び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
，
該
当
す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
 

  
(中

略
) 

 ５
 
各
課
長
は
，
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
の
う
ち
，
火
災
，
内
部
溢
水
お
よ
び
火
山
影
響
等
発
生
時
，
そ
の
他
自
然
 

災
害
（
地
震

，
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
）
発
生
時
な
ら
び
に
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
措
置
に
お
け
る
業
務
の
補
助
を
協
力
会
 

社
に
行
わ
せ
る
場
合
は
，
当
該
業
務
に
従
事
す
る
協
力
会
社
従
業
員
に
対
し
，
表

1
3
0
－
１
の
保
安
教
育
の
う
ち
「
火
災

，

内
部
溢
水
お
よ
び
火
山
影
響
等
発
生
時
，
そ
の
他
自
然
災
害
（
地
震
，
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
）
発
生
時
な
ら
び
に
有
毒
 

ガ
ス
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
」
の
実
施
計
画
を
「
左
記
以
外
の
技
術
系
所
員
」
に
準
じ
て
定
め
て
い
る
こ

と
を
 

確
認
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 （
以
下
，
省
略
）

 

          実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

 

 
(前

略
)
 

 

附
 
 

則
（
令
和
元
年

7
月

1
2
日
）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
１
条
 
こ
の
規
定
は
，
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
後
，
１
０
日
以
内
に
施
行
す
る
。
た
だ
し
，
平
成
３
１

年
１
月
１
日
以
後
最
初
の
施
設
定
期
検
査
を
終
了
し
た
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
，
そ
れ
ま
で
の
間
は
従
前
の
例
に

よ
る
。
 

 

 

 
(前

略
)
 

 

附
 
 
則
（
令
和
元
年

7
月

1
2
日
）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
１
条
 
こ
の
規
定
は
，
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
後
，
１
０
日
以
内
に
施
行
す
る
。
た
だ
し
，
平
成
３
１

年
１
月
１
日
以
後
最
初
の
施
設
定
期
検
査
を
終
了
し
た
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
，
そ
れ
ま
で
の
間
は
従
前
の
例
に

よ
る
。
 

  

附
 
 
則
（
 
 
年
 
月
 
日
）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
１
条
 
こ
の
規
定
は
，
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
日
か
ら
１
０
日
以
内
に
施
行
す
る
。
た
だ
し
，
有
毒
ガ

ス
防
護
の
工
事
の
計
画
に
係
る
全
て
の
工
事
が
完
了
し
た
時
の
工
事
の
工
程
に
お
け
る
使
用
前
検
査
終
了
日
以
降
に
適

用
す
る
こ
と
と
し
，
そ
れ
ま
で
の
間
は
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

 

          附
則
の
追
加
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

            

添
付
２
 

火
災
，
内
部
溢
水
，
火
山
現
象
（
降
灰
）
お
よ
び
 

自
然
災
害
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

第
１
７
条
，
第
１
７
条
の
２
，
第
１
７
条
の
２
の
２
 

お
よ
び
第
１
７
条
の
３
関
連
 

 

      

添
付
２
 

火
災
，
内
部
溢
水
，
火
山
現
象
（
降
灰
）
，
  

自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

第
１
７
条
，
第
１
７
条
の
２
，
第
１
７
条
の
２
の
２
，
 

第
１
７
条
の
３
お
よ
び
第
１
７
条
の
３
の
２
関
連
 

 

 

            実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

火
災
，
内
部
溢
水
，
火
山
現

象
（
降
灰
）
お
よ
び
自
然
災
害
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

 

本
「
実

施
基
準

」
は
，

火
災

が
発
生

し
た

場
合
，

発
電

用
原
子

炉
施

設
内
に

お
け

る
溢
水

が
発

生
し
た

場
合

，
火
山

影
響
等
発

生
時

お
よ
び

そ
の

他
自
然

災
害

が
発
生

し
た

場
合
に

対
処

し
う
る

体
制

を
維
持

管
理

し
て
い

く
た

め
の
実
施

内
容
に
つ
い
て
定
め
る
。
 

   
(中

略
)
 

   
(
規
定
な
し
)
 

火
災
，
内
部
溢
水
，
火
山
現
象
（
降
灰
）
，
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は

，
火
災
が
発
生
し
た
場
合
，
原
子
炉
施
設
内
に
お
け
る
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
，
火
山
影

響
等

発
生
時
，
そ
の
他
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
お
よ
び
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
有
毒
ガ
ス
を
確
認
し
た
場
合
に
対
処

し
う
る
体
制
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
定
め
る
。
 

 

 

 
(中

略
) 

  ７
 
有
毒
ガ
ス
 

放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

と
し
て
，
次
の

7
.
1
項
か
ら

7
.
4
項
を
含
む
計
画
を
社
内
規
定
と
し
て
策
定
し
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
，
各

課

長
は
，
計
画
に
基
づ
き
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

体
制

お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 7
.
1
 
要
員
の
配
置
 

所
長
は
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
備
え
，
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配

置
す

る
。

 
 

7
.
2
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
，

第
1
3
0
条
お
よ
び
第

1
3
1
条
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

 

7
.
3
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
配

備
す
る
。
 

 

7
.
4
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1
)
 
各
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制

の
整

備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
規
定
に
定
め
る
。
 

a
.
 
有
毒
ガ
ス
防
護
の
確
認
に
関
す
る
手
順
 

(
a
)
 
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
伊
方
発
電
所
の
敷
地
内
外
に
お
い
て
貯
蔵
施
設
に
保
管
さ
れ
て
い
る
有
毒
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
毒
化
学
物
質
（
以
下
「
固
定
源
」
と
い
う
。
）
お
よ
び
敷
地
内
に
お

い
て

輸
送
手
段
の
輸
送
容
器
に
保
管
さ
れ
て
い
る
有
毒
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
毒
化
学
物
質
（
以
下

「
可
動
源
」
と
い
う
。
）
を
新
た
に
確
認
し
た
場
合
は
，
有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
た
場
合
の
影
響
評
価
を
実
施
し

，

評
価
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
有
毒
ガ
ス
防
護
を
実
施
す
る
。
 

(
b
)
 
各
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
に
お
い
て
，
有
毒
ガ
ス
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
防
液
堤

等
は
，
適
切
に
運
用
管
理
を
実
施
す
る
。
 

b
.
 
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
防
護
に
関
す
る
手
順
 

 
 

各
課

長
は

，
可

動
源

に
対

し
て

は
，

通
信

連
絡

設
備

に
よ

る
連

絡
，

中
央

制
御

室
換

気
空

調
設

備
お

よ
び

緊
急
時
対
策
所
（
E
L
.
3
2
m
）
換
気
設
備
の
隔
離
，
防
護
具
の
着
用
等
の
対
策
を
実
施
す
る
。
 

 

7
.
5
 
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
の
実
施
 

各
課
長
は
，
7
.
1
項
か
ら

7
.
4
項
で
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の

た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
 

 

実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更

（
以
下
，
本
頁
に
お
い
て

同
じ
）
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

(
規
定
な
し
) 

7
.
6
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1
)
 
各

課
長

は
，

7
.
5
項

の
活

動
の

実
施

結
果

を
取

り
ま

と
め

，
１

年
に

１
回

以
上

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，
評
価
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2
)
 
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
7
.
1
項
か
ら

7
.
4
項
で
定
め
た
事
項
に
つ
い
て
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評

価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
，
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
計
画
の

見
直

し
等
必
要
な
措
置
を
行
う
。
 

 

7
.
7
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
の
影
響
に
よ
り
，
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と

判
断

し
た
場
合
は
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
原
子

炉
停

止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

  

 

実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更

（
以
下
，
本
頁
に
お
い
て

同
じ
）
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

添
付
３
 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

（
第
１
７
条
の
５
お
よ
び
第
１
７
条
の
６
関
連
）
 

 

重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は
，
重
大
事
故
に
至
る
お

そ
れ
が
あ
る
事
故
も
し
く
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
ま
た
は
大
規
模

な
自
然
災
害
も
し
く
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空

機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
原
子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊

が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
し
う
る
体
制
を
維
持

管
理
し
て
い
く
た
め
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
定
め
る
。
 

ま
た

，
重

大
事

故
等

の
発

生
お

よ
び

拡
大

の
防

止
に

必
要

な
措

置
の

運
用

手
順

等
に

つ
い

て
は

，
表

－
１

か
ら

表
－

1
9

に
定
め
る
。
な
お
，
多
様
性
拡
張
設
備
を
使
用

し
た
運
用
手
順
お
よ
び
運
用
手
順
の
詳
細
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
，
社
内

規
定
に
定
め
る
。
 

 

(
中
略

) 

 

１
 
重
大
事
故
等
対
策
 

1
.
1
 
重
大
事
故
等
対
策
の
た
め
の
計
画
の
策
定
 

  
(中

略
) 

 (
7
)
手
順
書
の
整
備
 

  
(中

略
) 

 

j
.
 
各
課
長
は
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に

原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
お
よ
び
温
度
が
通
常
運
転
時
よ
り
も
高
い
状
態

が
継
続
す
る
場
合
等
に
備
え
て
，
機
能

喪
失
し
た
設
備
の
部
品
取
替
に
よ
る
復
旧
手
段
を
整
備
す
る
。
整
備
に
あ

た
っ
て
は
，
主
要
な
設
備
の
取
替
部
品

を
あ
ら
か
じ
め
確
保
す
る
と
と
も
に
，
同
種
の
設
備
に
使
用
さ
れ
て
い
る

部
品
を
用
い
た
復
旧
を
考
慮
す
る
。
 

 
 

（
規
定
な
し
）
 

    

(
規
定
な
し

)
 

添
付
３
 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

（
第
１
７
条
の
５
お
よ
び
第
１
７
条
の
６
関
連
）
 

 

重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は
，
重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
も
し
く
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
ま
た
は
大
規
模

な
自
然
災
害
も
し
く
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
原
子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊

が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
し
う
る
体
制
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
定
め
る
。
 

ま
た

，
重

大
事

故
等

の
発

生
お

よ
び

拡
大

の
防

止
に

必
要

な
措

置
の

運
用

手
順

等
に

つ
い

て
は

，
表

－
１

か
ら

表
－

1
9

に
定
め
る
。
な
お
，
多
様
性
拡
張
設
備
を
使
用
し
た
運
用
手
順
お
よ
び
運
用
手
順
の
詳
細
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
，
社
内

規
定
に
定
め
る
。
 

 

(
中
略

) 

 

１
 
重
大
事
故
等
対
策
 

1
.
1
 
重
大
事
故
等
対
策
の
た
め
の
計
画
の
策
定
 

  
(中

略
) 

 (
7
)
手
順
書
の
整
備
 

  
(中

略
) 

 

j
.
 
各
課
長
は
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
お
よ
び
温
度
が
通
常
運
転
時
よ
り
も
高
い
状
態

が
継
続
す
る
場
合
等
に
備
え
て
，
機
能
喪
失
し
た
設
備
の
部
品
取
替
に
よ
る
復
旧
手
段
を
整
備
す
る
。
整
備
に
あ

た
っ
て
は
，
主
要
な
設
備
の
取
替
部
品
を
あ
ら
か
じ
め
確
保
す
る
と
と
も
に
，
同
種
の
設
備
に
使
用
さ
れ
て
い
る

部
品
を
用
い
た
復
旧
を
考
慮
す
る
。
 

k
.
 
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
，
事
故
対
策
に
必
要
な
各
種
の
指
示
，
操
作
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
，
運
転
員
お
よ
び
発
電
所
災
害
対
策
本
部
要
員
の
吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス
濃
度
を
有
毒
ガ
ス
防
護
の

た
め
の
判
断
基
準
値
以
下
と
す
る
た
め
の
手
順
と
体
制
を
定
め
る
。
 

 
 
(
a
)
 
 
可
動
源
に
対
し
て
は
，
換
気
空
調
設
備
の
隔
離
等
に
よ
り
，
運
転
員
お
よ
び
発
電
所
災
害
対
策
本
部
要
員

の
う
ち
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
が
事
故
対
策
に
必
要
な
各
種
の
指
示
，

操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

ｌ
.
 
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
予
期
せ
ぬ
有
毒
ガ
ス
の
発
生
時
に
，
運
転
員
お
よ
び
発
電
所
災
害
対
策
本
部
要

員
の
う
ち
初
動
対
応
を
行
う
要
員
に
対
し
て
配
備
し
た
防
護
具
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り
，
事
故
対
策
に
必
要
な

各
種
の
指
示
，
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
手
順
と
体
制
を
定
め
る
。
 

 

                                実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更

（
以
下
，
本
頁
に
お
い
て

同
じ
）
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変
更
前
 

変
更
後
 

備
考
 

(
規
定
な
し

)
 

 

 1
.
2
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
実
施
 

各
課
長
は
，
1
.
1
で
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
適
切
に
行
う
。
 

 

(
以
下
，
省
略
)
 

m
.
 
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
の
発
生
に
よ
る
異
常
を
検
知
し
た
場
合
に
，
当
直
長
に
連
絡
し
，
運

転
員
が
通
信
連
絡
設
備
に
よ
り
，
有
毒
ガ
ス
の
発
生
を
必
要
な
要
員
に
周
知
す
る
た
め
の
手
順
を
定
め
る
。
 

 

1
.
2
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
実
施
 

各
課

長
は

，
1
.
1
で

定
め

た
計

画
に

基
づ

き
，

重
大

事
故

等
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活

動
を
適
切
に
行
う
。
 

 

(
以
下
，
省
略
) 

実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基

準
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
発
電

用
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
書
記
載
事
項
の

一
部
追
加
に
よ
る
変
更
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添付資料 

 

伊方発電所原子炉施設保安規定の変更について 

 

 

平成２９年５月１日に施行された実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、

構造及び設備の基準に関する規則等により，原子力発電所における中央制御室の運

転員等に対する有毒ガス防護を求められたことに伴い，３号炉の発電用原子炉設置

変更許可申請書（平成３１年２月７日に申請，令和元年１１月７日に一部補正）

の記載事項を一部追加した。 

これに対応するため，原子炉施設内において有毒ガスを確認した場合の対応に

関連する保安規定条文の追加及び一部変更を行う。 

 

（追加する条文） 

 ・第17条の３の２（有毒ガス発生時の体制の整備（３号炉）） 

（変更する条文） 

 ・第３条（品質保証計画） 

 ・第５条（保安に関する職務） 

 ・第７条（伊方発電所安全運営委員会） 

 ・第９条（原子炉主任技術者の職務等） 

 ・第17条（火災発生時の体制の整備） 

 ・第17条の２（内部溢水発生時の体制の整備（３号炉）） 

 ・第17条の２の２（火山影響等発生時の体制の整備（３号炉）） 

 ・第17条の３（その他自然災害発生時等の体制の整備（３号炉）） 

 ・第17条の５（重大事故等発生時の体制の整備（３号炉）） 

 ・第130条（所員への保安教育） 

 ・第131条（協力会社従業員への保安教育）  

 ・添付２ 火災，内部溢水，火山現象（降灰）および自然災害対応に係る実施基

    準（第17条，第17条の２，第17条の２の２および第17条の３関連） 

 ・添付３ 重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準（第17条の５および

第17条の６関連） 

 

以   上 
 




